
 

                                              

                                             

                                              

                                              

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一日のライフスタイル（繁忙期の一例）】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆経営概況☆ 

 平成２５年に U ターン就農し、野菜を主体とした経営を行っています。キャベツや

シュンギク、サトイモなど多彩な野菜の生産に取り組んでいます。普段は、妻と２人

で農作業をしていますが、収穫時期などの繁忙期には、「ミマメンファーマーズ」のメ

ンバーと共同で選果・集荷・出荷したり、地元から労働力を雇用したりと効率良く出

荷できる作業体制をとっています。 

 

☆ここがポイント☆ 

■「個人より団体！」 「ミマメンファーマーズ」の設立！ 

 実家は農家でしたが、卒業後は自衛隊に入隊し、海外で訓練に従事するなど、農業

とは無縁の生活を送っていました。そんな時、ふと地元である三間町を思い返しまし

た。地域の主要産業である農業だったら地元でやっていけるのではないかという軽い

気持ちのもと、平成 25 年に就農しました。 

また、就農を機に幼馴染の若手農家３人と「ミマメンファーマーズ」を結成しまし

た。農業の悩みを気軽に相談し合えたり、共同選果場を造ったりとチームで農業に取

り組むことの強みを日々感じています。また、三間町の農業を地域の仲間と盛り上げ

ていることに農業者としてやりがいを感じます。 

■農業の魅力発信！ ～食育活動への取組み～ 

 最近は、子供たちの世代も農業に対して「負のイメージ」を抱いているように強く

感じています。そこで、収穫体験を通して、野菜がどのように育ち、食卓に届くのか、

「農業の魅力」を感じてもらいたいと考えています。 

 子供たちには、この活動をきっかけに三間町の農業に興味を持ってもらい、「一人で

も多く三間町に後継者として就農してもらえれば！」という夢を抱いています。 

最近では、私の願いが叶ったのか、長男と次男が「将来は農家を継ぎたい！」と言

ってくれるようになり、秘かに喜んでいるところです。 

 

 

地域を担う仲間たちと共に！！！ 地元園児とのサツマイモ収穫体験 

～農業を子供の夢に！チーム力で農業挑む！～ 

阿藤 亮さん（宇和島市（三間町）） 
ミマメンファーマーズ 代表   1978 年生まれ 
HP：http://www.mimamen.com 
Facebook：https://www.facebook.com/mimamenfarmers/ 

 



【普段の生活について】 

普通期は基本的な栽培管理の仕事が中心で、

まとまった休日があります。冬季は繁忙期で、

作業が夜遅くまでかかることも多く、休日もご

くわずかです。 

 休日は、基本的に家族と一緒に過ごす時間に

しています。家族でショッピングやレジャーに

行くことが多いのですが、息子たちに「農業」

についての理解を深めてほしいため、あえて休

日に家族総出で農作業をすることもあります。 

就寝
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【一週間のライフスタイル（一例）】 
月 火 水 木 金 土 日 

 
 
 
 

      

 
 
 
 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【普通期】 

【繁忙期】 雨の日もハウスで作業があるため、休日は不定期。 

休日は家族と一緒に過ごす時間に。 

春菊の収穫作業 仲良しの奥様と一緒に 

【一日のライフスタイル（一例）】 

 

休日 収穫・出荷作業 

休日 収穫・出荷作業 

☆これから目指すもの☆ 

高齢生産者のために、ミマメンが集荷・選果作業を一括してサポートする仕組み作り

に取り組んでいます。三間町では高齢化が進み、自分の力だけでは出荷作業が難しい生

産者が増加しているので、現在は 10 戸ほどと小規模ですが、将来は三間町全域をカバ

ーできるくらいの大規模な出荷システムの確立を目指しています。 

☆メッセージ☆ 

今でこそ大きな目標を抱きながら農業と向き合っていますが、就農当初は不安でいっ

ぱいでした。これは、農業者なら誰しもが経験する通過点だと思います。自分の場合、

不安を払拭してくれたのは、支えてくれる家族と仲間たちの存在です。今度は若手農業

者である自分が地域農業を支え、農業を誇れる職業にしたいです！農家は独りじゃな

い！！ 

 


